
す
で
に
自
民
党
は
「
憲
法
改
正
大
綱
」
案
を
発
表
。
こ
の
原
案

は
九
条
を
全
面
改
悪
し
て
『
自
衛
軍
』
を
つ
く
り
、
国
連
軍
は
も

と
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
企
て
る
戦
争
に
参
加
し
、
武
力
行
使
を
認
め

る
と
い
う
内
容
。
「
天
皇
元
首
化
」
も
強
調
し
て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
「
朝
鮮
半
島
で
の
戦
争
の
危
険
が
高
ま
る
」
と
憂
慮

し
、
き
び
し
い
批
判
の
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。

中
国
で
も
胡
錦
涛
主
席
は
小
泉
首
相
に
、
「
日
中
間
の
全
般
的

友
好
・
親
善
関
係
の
進
展
の
た
め
に
、
阻
害
と
な
っ
て
い
る
、
い

わ
ゆ
る
『
靖
国
参
拝
』
を
止
め
る
よ
う
」
求
め
ま
し
た
。

こ
の
「
大
綱
」
案
に
つ
づ
い
て
自
民
党
は
二
〇
〇
五
年
秋
に
「
改

憲
案
」
全
文
を
予
定
し
、
民
主
党
も
来
年
春
に
「
改
憲
骨
子
」
、

再
来
年
に
「
改
憲
案
」
を
策
定
公
表
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

公
明
党
は
こ
の
保
守
二
大
政
党
の
改
憲
の
動
き
を
横
眼
に
し

て
、
創
価
学
会
内
部
の
一
部
異
論
の
中
で
も
、
九
条
も
加
憲
の
対

象
と
し
、
「
国
連
軍
と
し
て
の
自
衛
隊
の
集
団
的
自
衛
権
」
を
認

め
る
態
度
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

国
会
は
す
で
に
三
分
の
二
以
上
改
憲
派
が
占
め
る
一
方
、
国
民

世
論
は
九
条
堅
持
が
六
〇
％
以
上
と
い
う
現
状
。
憲
法
改
定
の
最

後
の
決
め
手
は
国
民
投
票
で
す
。

私
た
ち
同
盟
の
特
性
は
戦
争
の
暗
黒
政
治
の
歴
史
的
体
験
。
そ

の
体
験
に
も
と
ず
く
歴
史
認
識
と
そ
の
国
民
的
普
及
が
、
同
盟
独

自
諸
活
動
や
五
〇
万
署
名
運
動
な
ど
と
と
も
に
、
重
要
な
今
日
的

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�３６６
編集発行人 中西三洋
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は
じ
め
に

今
年
の
集
会
は
、
戦
後
の
歴
史
が
重

大
な
わ
か
れ
目
に
直
面
し
て
い
る
時
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
す
る
国
づ
く

り
の
悪
政
の
中
で
、
私
た
ち
は
命
と
く

ら
し
を
守
る
た
た
か
い
を
各
地
で
果
敢

に
進
め
て
き
ま
し
た
。

治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と
賠

償
を
国
に
求
め
る
こ
と
は
、
再
び
戦
争

と
暗
黒
政
治
を
ゆ
る
さ
ず
、
憲
法
を
国

に
守
ら
せ
る
た
た
か
い
で
あ
る
と
位
置

づ
け
運
動
の
軸
と
し
て
き
ま
し
た
。

一
、
会
員
を
増
や
し
組
織
を
大
き
く

す
る二

、
五
〇
万
署
名
な
ど
の
課
題
を
達

成
す
る

三
、
女
性
部
活
動
は
や
さ
し
く
、
楽

し
く

を
テ
ー
マ
に
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

石
川
さ
だ
の
さ
ん
の
た
た
か
い
に
学
ぶ

ま
ず
、
犠
牲
者
と
そ
の
ご
遺
族
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
出
席
は

松
崎
濱
子
さ
ん
お
一
人
に
な
っ
て
淋
し

く
思
い
ま
し
た
が
、
出
席
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
甲
府
市
の
「
石
川
さ
だ
の

さ
ん
」
の
た
た
か
い
の
報
告
が
、
山
梨

の
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
日
弁
連
が
石

川
さ
ん
の
戦
前
の
治
安
維
持
法
に
よ
る

市
役
所
か
ら
の
解
雇
に
名
誉
回
復
を
甲

府
市
長
に
勧
告
し
ま
し
た
。
甲
府
市
は

「
調
査
報
告
の
事
実
を
調
査
の
上
対
応

し
て
い
き
た
い
」と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

（
「
不
屈
」
十
月
十
五
日
号
に
掲
載
）「
私

は
自
分
の
名
前
が
な
い
時
期
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
囚
人
○
○
番
と
い
う
名

前
で
し
た
」
「
名
誉
回
復
が
で
き
な
け

れ
ば
死
ね
ま
せ
ん
」
と
い
う
石
川
さ
ん

を
、
石
丸
あ
き
じ
さ
ん
た
ち
が
し
っ
か

り
支
え
て
い
ま
す
。

犠
牲
者
の
ご
遺
族
の
四
津
谷
伸
子
さ

ん
、
上
甲
ま
ち
子
さ
ん
の
明
る
い
報
告

に
ま
た
感
動
し
ま
し
た
。
非
国
民
、
国

賊
と
さ
げ
す
ま
れ
な
が
ら
、
よ
く
ぞ
今

日
ま
で
が
ん
ば
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

胸
を
張
っ
て
、
上
を
向
い
て
堂
々
と
生

き
ら
れ
る
姿
を
み
て
、
私
た
ち
も
共
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
連
要
請
活
動
に
参
加
し
て

今
年
の
国
連
要
請
行
動
は
、
何
と
い

っ
て
も
福
岡
県
か
ら
五
名
出
席
し
た
こ

と
で
す
。
山
形
県
の
鈴
木
光
子
さ
ん
母

娘
の
参
加
も
頼
も
し
い
こ
と
で
す
。
す

で
に
報
告
書
も
作
成
さ
れ
報
告
活
動
が

各
地
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
を
重

ね
る
ご
と
に
国
連
と
い
う
舞
台
の
中
で

の
活
動
の
大
き
さ
が
国
際
連
帯
を
強
め

て
き
て
い
ま
す
。

第
１５
回
全
国
女
性
交
流
集
会
は
１１
月
１２
、
１３
日
の
二
日
間
、
熱
海
「
ホ
テ

ル
池
田
」
で
開
催
さ
れ
、
２９
都
道
府
県
か
ら
６７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
と
く

に
青
森
県
か
ら
２４
歳
の
方
が
、
大
阪
か
ら
も
若
い
方
が
参
加
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
に
大
き
な
勇
気
と
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

集
会
の
模
様
を
、
全
体
の
ま
と
め
を
お
こ
な
っ
た
溝
渕
政
子
さ
ん（
高
知
）

の
発
言
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領

選
挙
。
ブ
ッ
シ
ュ
が
再

選
し
ま
し
た
が
、
五
一

％
対
四
九
％
の
大
激
戦

▼
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ

ア
の
主
要
諸
国
の
事
前
の
世
論
調
査

で
は
、
ケ
リ
ー
支
持
が
圧
倒
的
で
し

た
▼
世
界
で
唯
一
の
超
大
国
ア
メ
リ

カ
の
一
国
行
動
主
義
が
世
界
の
平
和

と
安
全
、
社
会
発
展
に
重
大
な
影
響

も
た
ら
す
と
懸
念
さ
れ
た
か
ら
で
す

▼
国
際
世
論
は
い
わ
ば
「
よ
り
ま
し

な
政
府
」
の
選
択
を
ア
メ
リ
カ
国
民

に
期
待
し
た
の
で
す
が
▼
は
げ
し
い

選
挙
戦
の
か
げ
で
二
人
の
ム
ー
ア
が

活
躍
し
ま
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
を
は
げ

し
く
非
難
し
攻
撃
し
た
の
は
「
華
氏

九
・
一
一
」
の
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア

監
督
。
も
う
一
人
は
反
ケ
リ
ー
の
急

先
鋒
を
買
っ
て
出
た
、
ブ
ル
ー
ス
・

ム
ー
ア
牧
師
▼
映
画
監
督
の
方
は
す

で
に
有
名
で
す
が
、
ム
ー
ア
牧
師
は

ア
メ
リ
カ
南
部
の
共
和
党
幹
部
で
宗

教
右
派
の
指
導
者
。
「
同
性
婚
と
妊

娠
中
絶
の
合
法
化
」
の
ケ
リ
ー
を
は

げ
し
く
攻
撃
し
ま
し
た
▼
た
た
か
い

終
え
て
、
ム
ー
ア
牧
師
は
「
倫
理
的

価
値
観
の
勝
利
」
を
謳
い
、
ム
ー
ア

監
督
も
ま
す
ま
す
意
気
軒
昂
、
四
年

後
の
雪
辱
を
誓
っ
て
い
ま
す
。（
元
）

生生
きき
生生
きき
とと
、、しし
たた
たた
かか
にに
、、しし
なな
やや
かか
にに
……
……

第第
１１５５
回回
全全
国国
女女
性性
交交
流流
集集
会会
ひひ
らら
くく

講演された根本弁護士
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「
国
体
の
護
持
と
治
安
維
持
法
」を
学
ぶ

今
年
の
学
習
は
、
根
本
孔
衛
弁
護
士

の
「
『
国
体
』
の
護
持
と
日
米
同
盟
の

強
化
に
対
抗
す
る
治
安
維
持
法
被
害
回

復
運
動
」
と
い
う
演
題
で
し
た
。

国
際
的
な
視
野
か
ら
み
た
歴
史
と
課

題
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
国

体
」
を
膨
張
し
戦
争
へ
と
進
め
た
国
の

流
れ
に
抵
抗
し
た
私
た
ち
の
先
輩
の
命

が
け
の
活
動
に
あ
ら
た
め
て
敬
服
し
ま

し
た
。

今
、
私
た
ち
は
「
憲
法
を
守
る
」
運

動
の
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
は

二
十
一
世
紀
を
生
き
る
日
本
国
民
の
指

針
で
あ
る
と
同
時
に
世
界
平
和
の
流
れ

を
示
す
道
し
る
べ
で
す
。
も
の
言
え
ぬ

暗
黒
社
会
と
さ
れ
た
戦
前
の
苦
難
の
歴

史
を
二

度
と
く

り
返
さ

せ
な
い

た
め
、

広
範
な

人
々
と

手
を
つ

な
ぎ
平

和
の
道

を
堂
々

と
歩
ん

で
い
こ
う
と
決
意
が
深
ま
っ
た
講
演
で

し
た
。

同
盟
会
員
を
ふ
や
し
ま
し
ょ
う

会
員
拡
大
の
取
り
組
み
は
、
最
近
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
や
中
央
理
事
会
の
中
で
女

性
部
の
活
動
報
告
が
た
く
さ
ん
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情
勢
や
任
務

に
こ
た
え
ら
れ
る
女
性
部
活
動
を
進
め

る
た
め
に
、
こ
の
一
年
の
運
動
の
重
点

に
「
会
員
ふ
や
し
」
を
置
き
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
全
部
の
県
に
女
性
部
を
確

立
す
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。
最
近
で

は
高
知
、
岡
山
、
青
森
、
大
阪
と
二
〇

歳
台
の
若
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
人
た
ち
の
集
ま
り
も
発
展
的
に
考
え

て
み
た
ら
、
例
え
ば「
若
者
の
つ
ど
い
」

「
青
年
の
会
」
な
ど
も
楽
し
い
だ
ろ
う

と
考
え
ま
す
。

青
森
県
で
は
今
年
十
三
名
の
会
員
拡

大
が
で
き
ま
し
た
。
「
今
ま
で
声
が
か

か
ら
な
か
っ
た
」
「
入
会
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
た
」
と
の
返
事
が
あ
っ
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
島
取
県
で
は

芋
料
理
を
食
べ
な
が
ら
交
流
し
て
今
ま

で
十
七
名
拡
大
し
楽
し
い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
十
名
ぐ
ら
い
増
や
し
て
い

る
神
奈
川
県
。
一
ヶ
月
一
人
ふ
や
し
を

目
標
に
し
て
い
る
奈
良
県
。
大
分
県
で

も
高
知
県
で
も
計
画
を
立
て
て
拡
大
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
困
難
な
情
況
の

中
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
県
も
あ
り
ま
し

た
。
長
野
県
で
は
、
会
員
減
少
が
続
く

中
で
な
ん
と
か
し
て
女
性
部
を
再
建
さ

せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
。
悩
み

や
決
意
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
県

や
宮
城
県
も
女
性
部
確
立
の
決
意
を
深

め
て
帰
り
ま
し
た
。

五
〇
万
署
名
を
め
ざ
し
て

署
名
を
ど
う
や
り
あ
げ
る
か
。

「
一
人
一
枚
を
」
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
」
を
合
言
葉
に
各
県
と
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

町
内
会
、
新
婦
人
、
読
書
会
、
母
親

大
会
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
赤
旗
ま
つ
り

な
ど
に
出
向
い
て
集
め
た
貴
重
な
報
告

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
全
国
で
五

〇
万
署
名
が
目
標
で
あ
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
、
自
分
の
県
の
目
標
は
必
ら
ず

完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
年
末
ま
で
に
和

歌
山
県
は
七
〇
％
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
各
県
は
目
標
の
五
〇
％
を
完
成

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

楽
し
く
、
生
き
生
き
と

和
歌
山
、
東
京
、
大
阪
、
鳥
取
、
北

海
道
な
ど
で
バ
ス
ツ
ア
ー
交
流
会
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
千
代
子
没
記

念
集
会
、
多
喜
二
祭
の
成
功
、
新
春
の

集
い
、
山
菜
を
楽
し
む
会
、
韓
国
へ
…

…
な
ど
、
会
員
の
持
っ
て
い
る
能
力
を

引
出
し
、
生
き
生
き
と
、
楽
し
い
、
女

性
ら
し
い
心
配
り
の
行
事
が
た
く
さ
ん

花
ひ
ら
き
ま
し
た
。

自
立
し
た
女
性
部
活
動
を
目
ざ
し
た

工
夫
し
た
財
政
づ
く
り
も
各
地
か
ら
報

告
さ
れ
、
女
性
の
た
く
ま
し
さ
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

夜
の
交
流
集
会
も
格
調
の
高
い
も
の

で
し
た
。
四
名
し
か
い
な
い
女
性
会
員

の
中
か
ら
内
村
千
尋
さ
ん
（
瀬
長
亀
次

郎
さ
ん
の
娘
さ
ん
）
が
出
席
さ
れ
た
沖

縄
の
平
和
運
動
の
報
告
は
貴
重
な
も
の

で
し
た
。

来
年
は
治
安
維
持
法
成
立
八
十
年
、

廃
止
六
十
年
で
す
。
平
和
の
す
じ
道
を

は
っ
き
り
示
す
運
動
を
生
き
生
き
と
、

し
た
た
か
に
、
し
な
や
か
に
積
み
あ
げ

て
来
年
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

諫
山

博
さ
ん

同
盟
元
中
央
本
部
副
会
長
、
福
岡
県

本
部
元
会
長
・
弁
護
士
の
諫
山
博
さ
ん

が
１１
月
２７
日
腎
不
全
の
た
め
死
去
。
８２

歳
。
板
付
基
地
闘
争
、
三
井
三
池
裁
判
、

治
安
維
持
法
国
家
賠
償
法
制
定
運
動
な

ど
数
々
の
生
活
と
権
利
を
求
め
て
活
躍

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

分
散
会
で
も
活
気
あ
る
討
論
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二
〇
〇
三
年

１２
月
１０
日

イ
ラ
ク
派
兵
阻
止
緊
急
中
央
集
会

（
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）

１２
月
１８
日

国
際
人
権
委
員
会
日
本
委
員
会
に

斉
藤
久
枝
参
加

１２
月
１９
日

古
川
し
げ
る
墓
前
祭
参
加

二
〇
〇
四
年

１
月
２０
日

中
央
三
役
会
議

１
月
２１
日

新
春
中
央
理
事
会
（
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
兵
反
対
、
憲
法
改
悪
反
対
、
五
月
国

会
請
願
成
功
を
め
ざ
し
国
賠
署
名
五
十
万
の

目
標
達
成
へ
）

１
月
２１
日

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
に
抗
議

し
、
直
ち
に
派
兵
計
画
の
中
止
を
要
求
す
る

（
抗
議
声
明
１
月
２２
日
内
閣
総
理
大
臣
小
泉

純
一
郎
宛
送
付
）

１
月
２９
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
に
斉

藤
久
枝
・
島
袋
参
加

２
月
５
日

防
衛
庁
包
囲
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル

ナ
イ
ト
に
参
加

２
月
９
日

都
本
部
女
性
部「
春
を
呼
ぶ
集
い
」

全
労
連
会
館
（
６５
人
参
加
）

２
月
１８
日

解
放
運
動
無
名
戦
士
合
葬
追
悼
会

実
行
委
員
会

２
月
１９
日

第
１６
回
中
野
杉
並
渋
谷
多
喜
二
祭

２
月
２２
日

中
央
区
戦
争
展
で
講
演
（
斉
藤
事

務
局
長
）

２
月
２６
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
代
表

者
会
議

３
月
１６
日

同
盟
中
央
拡
大
三
役
会
議
・
組
織

部
会
／
国
際
部
会

３
月
１７
日

第
二
回
常
任
理
事
会
／
国
会
請
願

（
５
・
８
）
め
ざ
し
全
同
盟
員
の
総
決
起
を

が
三
十
四
万
二
千
余
の
請
願
署
名
を
四
一
七

名
の
国
会
議
員
に
提
出
し
、
紹
介
議
員
受
諾

を
要
請
、
河
野
衆
議
院
議
長
に
も
面
会
要
請

５
月
２４
日

倉
田
参
院
議
長
、
野
沢
法
務
大
臣

に
面
会
要
請

５
月
２５
日

同
盟
中
央
本
部
国
際
部
会

６
月
８
日

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員
会
に
国

際
部
斉
藤
久
枝
、
中
村
洋
子
参
加

６
月
１２
日

東
京
出
身
の
革
命
家
加
藤
四
海
墓

参
会
に
参
加

６
月
２４
日

参
院
選
公
示

７
月
１１
日

参
院
選
投
票

７
月
２１
日

同
盟
中
央
三
役
会
議

７
月
２２
日

同
盟
中
央
理
事
会

７
月
２３
日

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
へ
斉
藤
久
枝

国
際
部
長
出
発

７
月
２４
日

「
九
条
の
会
」
発
足
記
念
講
演
会

に
参
加

国

内

外

の

動

き

０３
年
１１
月
２９
日

イ
ラ
ク
で
日
本
人
外
交
官
二
名
が
殺
害

１２
月
８
日

太
平
洋
戦
争
開
始
６２
周
年
、
各
地
で
自
衛
隊

イ
ラ
ク
派
遣
反
対
行
動
。
国
連
総
会
、
核
兵
器
廃
絶
を

決
議

１２
月
１３
日

フ
セ
イ
ン
・
イ
ラ
ク
元
大
統
領
拘
束

１２
月
１６
日

ロ
ー
マ
法
王
が
米
国
の
イ
ラ
ク
侵
略
を
批
判

１２
月
２３
日

教
育
基
本
法
改
悪
に
反
対
す
る
全
国
集
会

１２
月
２６
日

イ
ラ
ク
派
兵
で
航
空
自
衛
隊
が
成
田
空
港
出

発
０４
年
１
月
１
日

小
泉
首
相
が
突
然
、
靖
国
神
社
を
参
拝

１
月
４
日

自
民
・
公
明
・
民
主
が
武
器
輸
出
緩
和
を
主

張
１
月
２５
日

「
自
衛
隊
派
兵
反
対
」
で
全
国
で
行
動
、
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
に
六
千
人
、
銀
座
デ
モ

２
月
５
日

一
万
人
の
平
和
の
灯
が
防
衛
庁
を
包
囲
行

動
。
米
大
統
領
が
イ
ラ
ク
侵
略
の
口
実
と
し
た
大
量
破

壊
兵
器
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
発
言

２
月
６
日

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
イ
ラ
ク
派
兵
反
対
で
集

会
。

２
月
１３
日

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
か
ら
の
撤
退
を
求
め
東
京

明
治
公
園
に
一
万
二
千
人
集
う

３
月
１
日

被
災
５０
年
で
ビ
キ
ニ
デ
ー
一
八
〇
〇
人
が
集

う
３
月
１
日

韓
国
大
統
領
が
小
泉
首
相
の
靖
国
参
拝
を
批

判
３
月
５
日

警
視
庁
が
ビ
ラ
配
布
の
堀
越
明
男
さ
ん
を
国

公
法
違
反
と
し
て
不
当
逮
捕
、
抗
議
広
が
る

３
月
１１
日

ス
ペ
イ
ン
で
連
続
爆
弾
テ
ロ

３
月
１６
日

子
ど
も
が
「
君
が
代
」
を
歌
わ
な
け
れ
ば
教

師
を
処
分
す
る
と
都
教
育
委
員
会
、
抗
議
広
が
る

３
月
２０
日

米
英
の
イ
ラ
ク
侵
略
一
年
で
国
際
抗
議
行

動
、
東
京
で
三
万
人
、
基
地
包
囲
な
ど
全
都
道
府
県
で

行
動

４
月
８
日

イ
ラ
ク
で
日
本
人
三
人
が
人
質
に
、
１５
日
解

放
４
月
１７
日

新
た
に
日
本
人
二
人
拘
束
、
１７
日
無
事
保
護

４
月
２６
日

平
山
郁
夫
、
井
上
ひ
さ
し
氏
ら
世
界
平
和
七

人
委
員
会
が
イ
ラ
ク
で
の
軍
事
暴
力
停
止
の
ア
ピ
ー
ル

発
表

同同
盟盟
回回
顧顧
・・
��
��
��
��
年年

中国ブロックの会議
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（
５
・
１
）
め
ざ
し
全
同
盟
員
の
総
決
起
を

訴
え
る
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
（
３
・
２２
各
都
道

府
県
本
部
に
発
送
）
／
国
家
公
務
員
へ
の
ビ

ラ
配
布
弾
圧
に
対
す
る
抗
議
文
採
択

３
月
１８
日

第
５６
回
解
放
運
動
無
名
戦
士
合
葬

追
悼
会
に
参
加

３
月
２０
日

国
際
共
同
行
動
芝
公
園
集
会
に
参

加
３
月
２５
日

ビ
ラ
配
布
弾
圧
事
件
抗
議
文
を
内

閣
総
理
大
臣
、
検
察
庁
長
官
、
国
家
公
安
委

員
長
、
月
島
警
察
署
長
宛
に
送
付
／
国
際
人

権
活
動
日
本
委
員
会
代
表
者
会
議
参
加
（
斉

藤
久
枝
・
他
１
人
）

５
月
１
日

中
央
メ
ー
デ
ー
に
参
加

５
月
７
日

同
盟
中
央
三
役
会
議

５
月
８
日

埼
玉
の
「
小
林
多
喜
二
と
野
呂
栄

太
郎
」
講
演
会
に
参
加

５
月
１８
日

全
国
か
ら
一
四
一
名
の
同
盟
代
表

に
参
加

７
月
２９
日

亀
戸
事
件
八
十
一
周
年
実
行
委
員

会
に
斉
藤
事
務
局
長
参
加

８
月
４
日

国
連
要
請
団
、
外
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ラ

ン
チ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

８
月
６
日

国
連
要
請
団
、ジ
ャ
パ
ン
デ
ー（
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
）

８
月
２１
〜
２２
日

日
本
母
親
大
会
に
参
加

８
月
２８
、
２９
日

「
多
喜
二
シ
ン
ポ
」
に
参
加

９
月
５
日

亀
戸
事
件
八
十
一
周
年
記
念
集

会
。
斉
藤
事
務
局
長
が
追
悼
の
辞

９
月
１１
日

憲
法
会
議
拡
大
幹
事
会
に
参
加
。

９
月
２３
日

伊
藤
千
代
子
没
後
七
十
五
周
年
の

集
い
（
三
〇
六
人
参
加
）

９
月
２４
日

安
保
破
棄
実
行
委
シ
ン
ポ
、
四
十

周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
参
加

１０
月
４
日

同
盟
中
央
三
役
会
議

１０
月
５
日

同
盟
中
央
常
任
理
事
会

１０
月
１６
日

日
朝
協
会
主
催
、
東
北
ア
ジ
ア
の

平
和
と
六
者
協
議
講
演
会
に
参
加

１０
月
２３
日

「
国
民
投
票
法
案
シ
ン
ポ
」
（
五

・
三
実
委
）
に
参
加

１１
月
６
日

「
教
育
基
本
法
改
悪
と
め
よ
う
」

日
比
谷
野
音
集
会
に
参
加

１１
月
８
日

同
盟
中
央
拡
大
三
役
会
議

１１
月
１２
〜
１３
日

第
１５
回
全
国
女
性
交
流
集
会

講
師
根
本
孔
衛
弁
護
士
（
二
十
九
県
七
十

二
人
参
加
）

１１
月
１８
日

解
放
運
動
無
名
戦
士
合
葬
追
悼
会

実
行
委
員
会
に
参
加

１１
月
２８
日

国
際
人
権
委
員
会
日
本
委
員
会
に

参
加

１１
月
３０
日

イ
ラ
ク
派
兵
延
長
反
対
日
比
谷
野

音
集
会
参
加
・
署
名
活
動

５
月
１
日

第
７５
回
メ
ー
デ
ー
、
代
々
木
公
園
に
四
万
二

千
人
。

５
月
３
日

憲
法
記
念
日
に
各
地
で
集
会
や
パ
レ
ー
ド

５
月
４
―
６
日

米
大
統
領
訪
欧
に
十
数
万
の
抗
議
デ
モ

５
月
６
日

国
民
平
和
大
行
進
、
夢
の
島
公
園
を
出
発

５
月
９
日

チ
ェ
チ
ェ
ン
で
爆
弾
テ
ロ
、
大
統
領
死
亡

５
月
１０
日

井
上
ひ
さ
し
、
大
江
健
三
郎
ら
九
氏
の
よ
び

か
け
で
「
九
条
の
会
」
発
足

６
月
４
―
５
日

年
金
改
悪
法
案
、
参
院
で
強
行
成
立

５
月
２７
日

イ
ラ
ク
で
日
本
人
記
者
二
人
襲
撃
を
受
け
死

亡
６
月
１４
日

参
院
で
有
事
関
連
法
が
自
・
公
・
民
で
成
立

６
月
２３
―
２４
日

北
朝
鮮
問
題
、
第
三
回
六
カ
国
会
議

７
月
９
日

中
国
人
強
制
労
働
で
広
島
高
裁
が
西
松
建
設

に
賠
償
命
令

７
月
１１
日

参
院
選
投
開
票
結
果
、
自
民
四
九
、
民
主
五

〇
、
公
明
一
一
、
共
産
四
、
社
民
二

７
月
１３
日

沖
縄
の
米
軍
ヘ
リ
が
大
学
構
内
に
墜
落
、
抗

議
広
が
る

８
月
１
日

独
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
蜂
起
」
６０
周
年
式
典
で
ナ
チ
ス
犯
罪
を

謝
罪

８
月
２
―
９
日

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
く

８
月
１５
日

５９
回
目
の
終
戦
記
念
日
、各
地
で
宣
伝
行
動
。

四
閣
僚
、
自
民
・
民
主
議
員
五
八
人
が
靖
国
参
拝
。

８
月
２１
―
２２
日

日
本
母
親
大
会
開
く

９
月
７
日

イ
ラ
ク
で
の
米
兵
死
者
千
人
を
こ
す

９
月
１５
日

ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
が
イ
ラ
ク
戦
争
は

「
国
連
憲
章
違
反
」
と
発
言

９
月
１８
―
１９
日

労
組
日
本
プ
ロ
野
球
選
手
会
が
フ
ア
ン

の
圧
倒
的
な
支
持
の
中
で
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行

１０
月
２０
―
２１
日

台
風
２３
号
日
本
列
島
襲
う
。

１０
月
２３
日

新
潟
県
中
越
地
震
。

１０
月
２７
日

イ
ラ
ク
で
香
田
誕
生
さ
ん
人
質
と
な
り
、
殺

害
１１
月
３
日

米
大
統
領
選
挙
で
ブ
ッ
シ
ュ
が
再
選

１１
月
７
日

イ
ラ
ク
全
土
に
非
常
事
態
宣
言
、
８
日
、
米

軍
一
万
一
千
人
が
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
攻
撃
、
市
民
多
数
が

犠
牲

１１
月
１１
日

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
死
去

１１
月
１７
日

自
民
が
改
憲
大
綱
原
案
発
表

国会請願
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一
九
三
〇（
昭
５
）年
四
月
二
五
日
、

精
鋭
を
謳
わ
れ
た
若
松
２９
連
隊
の
兵
舎

内
に
、
軍
旗
祭
の
人
込
み
を
利
用
し
て

４
０
０
枚
も
の
反
戦
ビ
ラ
を
撒
い
た
反

戦
活
動
家
た
ち
が
い
た
。
翌
日
の
地
元

紙
に
は
「
軍
旗
祭
の
人
出
を
利
用

あ

る
種
の
文
書
撒
布
」
「
軍
旗
祭
に
不
穏

文
書
」
の
見
出
し
が
踊
っ
た
。

反
戦
ビ
ラ
入
れ
を
計
画
し
た
の
は
相

良
新
一
ら
の
グ
ル
ー
プ
で
、
当
時
、
日

本
帝
国
主
義
は
中
国
へ
の
侵
略
戦
争
を

も
く
ろ
ん
で
お
り
、
若
松
に
は
軍
隊
が

あ
り
、
反
戦
運
動
を
や
る
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
と

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ビ
ラ
の
文
章
は
相
良
新
一
が
担
当
、

「
親
愛
な
る
労
働
者
・
農
民
よ
り
な
る

兵
士
諸
君
！
」と
い
う
書
き
出
し
で「
戦

争
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
」
「
あ
な
た

自
身
も
こ
の
戦
争
に
反
対
せ
ざ
る
を
え

な
い
」
と
、
戦
争
に
反
対
し
て
闘
う
よ

う
訴
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ビ
ラ
を
撒
く
者
は
、
相
良
新
一
と
常

日
頃
と
も
に
行
動
し
て
い
る
柴
田
清
作

は
、
特
高
に
知
ら
れ
て
い
る
の
で
除
外

し
、他
の
組
織
か
ら
十
三
人
を
選
ん
だ
。

２９
連
隊
は
、
中
隊
が
１２
中
隊
と
機
関
銃

が
１
個
中
隊
の
編
成
で
、
一
人
が
１
中

隊
を
担
当
し
、
そ
の
ほ
か
に
移
動
本
部

と
し
て
佐
藤
一
郎
が
あ
た
り
、
時
間
を

切
っ
て
行
動
を
開
始
し
た
。

一
人
３０
枚
く
ら
い
の
ビ
ラ
を
持
っ
て

全
員
が
い
っ
せ
い
に
正
門
か
ら
入
り
、

十
分
か
二
十
分
の
時
間
内
で
配
り
終
え

南
門
か
ら
出
る
、
出
入
口
に
二
人
の
見

張
り
を
立
て
、
任
務
を
終
え
て
出
て
く

る
者
を
確
認
し
、
事
故
が
起
き
て
出
て

こ
な
け
れ
ば
す
ぐ
分
る
よ
う
に
し
て
お

い
た
。
ビ
ラ
は
各
隊
内
の
整
理
箱
、
寝

台
の
下
、
便
所
の
中
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
ま
ん
べ
ん
な
く
入
れ
て
き
た
。

相
良
と
柴
田
は
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
の

た
め
、
若
松
駅
に
あ
る
玉
突
き
場
で
玉

を
突
い
て
遊
ん
で
い
て
終
了
の
合
図
を

待
っ
て
い
た
。

ビ
ラ
撒
き
は
成
功
し
た
が
、そ
の
後
、

特
高
や
憲
兵
隊
の
捜
査
が
す
す
む
。
ビ

ラ
撒
き
の
組
織
を
全
部
あ
げ
ら
れ
な
い

た
め
に
ビ
ラ
撒
き
は
相
良
と
柴
田
に
二

人
で
や
っ
た
こ
と
に
し
て
、
表
向
き
は

決
着
を
つ
け
た
。
警
察
や
軍
隊
に
と
っ

て
も
、
公
式
的
に
は
事
実
無
根
と
い
う

こ
と
に
し
た
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ

っ
た
。

■

■

相
良
新
一
は
正
式
裁
判
を
望
み
、
法

廷
で
争
っ
た
。
「
こ
の
ビ
ラ
の
ど
こ
が

悪
い
、
こ
ん
な
い
い
こ
と
が
書
い
て
あ

る
の
に
出
版
法
違
反
と
は
何
だ
！
」「
届

け
出
て
な
い
か
ら
と
言
う
ん
だ
っ
た

ら
、
じ
ゃ
あ
足
袋
屋
の
広
告
は
ど
う
す

る
ん
だ
。
あ
れ
も
出
版
法
違
反
か
。
ど

だ
い
話
が
で
た
ら
め
過
ぎ
る
。
こ
ん
な

の
無
罪
じ
ゃ
な
い
か
」
と
抗
弁
し
た
。

し
か
し
結
末
は
罰
金
４０
円
、
出
版
法
違

反
と
し
て
最
高
の
判
決
が
だ
さ
れ
た
。

こ
の
ビ
ラ
撒
き
事
件
を
「
第
二
無
産

新
聞
」
が
報
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
、
全
国
各
地
の
軍
隊
で
ビ
ラ
が

撒
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
相
良
ら
の
反

戦
運
動
は
先
駆
者
の
役
割
を
果
し
た
こ

と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
相
良
新
一
は
会
津
中
学
を

で
て
医
者
に
な
っ
た
七
人
の
同
級
生
に

よ
っ
て
「
精
神
異
常
者
」
と
い
う
診
断

書
を
書
か
れ
て
座
敷
牢
に
入
れ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
郡
山
の
精
神
病
院
に
入
院

さ
せ
ら
れ
、
一
九
三
七
年
（
昭
１２
）
六

月
に
退
院
し
た
。
相
良
を
精
神
病
者
と

し
た
こ
と
は
、
相
良
を
治
安
維
持
法
の

網
か
ら
救
う
た
め
に
、
同
級
生
仲
間
が

考
え
た
手
段
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。

■

■

敗
戦
後
、
相
良
新
一
は
山
内
鎮
雄
、

福
田
正
三
ら
と
日
本
共
産
党
会
津
地
区

委
員
会
を
結
成
し
た
。
事
務
所
は
山
内

の
自
宅
（
�
山
内
ヨ
ネ
医
院
、
ヨ
ネ
は

鎮
雄
の
母
親
で
、
新
千
円
札
の
肖
像
に

も
な
っ
た
野
口
英
世
の
恋
人
で
あ
っ

た
）
の
待
合
室
に
置
か
れ
た
。
相
良
は

四
六
年
の
第
一
回
メ
ー
デ
ー
で
、
新
調

し
た
赤
旗
を
か
つ
い
で
共
産
党
の
先
頭

に
立
っ
た
。
八
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
、

七
一
年
二
月
一
二
日
に
６９
歳
で
没
し

た
。

（
福
島
県
本
部
調
査
部

赤
城
弘
）

会
津
若
松
第
２９
連
隊
兵
舎
に

反
戦
ビ
ラ
を
撒
い
た

相
良

新
一
さ
ん
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同
盟
歌
壇

碓
田
の
ぼ
る
選

埼
玉
県

寺
島

清
文

空
襲
下
手
渡
さ
れ
た
る
発
禁
の
多
喜
二
の
書
に
て
我
は
目
覚
め
し

〈
評
〉
戦
前
回
想
の
歌
で
「
火
の
海
の
軍
需
工
場
を
逃
れ
来
て
故
郷
の
山
に
て

敗
戦
を
知
る
」
も
あ
っ
た
。
回
想
の
中
か
ら
、
今
を
生
き
る
重
要
さ
が
。

千
葉
県

行
木

権
平

首
切
ら
れ
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
森
に
捨
て
ら
れ
し
日
本
人
青
年
に
星
条
旗
と
は

〈
評
〉
結
句
わ
か
り
に
く
い
が
、
殺
さ
れ
た
青
年
に
星
条
旗
が
か
け
て
あ
っ
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
政
治
の
現
状
へ
の
批
判
含
む
。

新
潟
県

加
茂
川
ハ
ル
子

電
気
ガ
ス
止
ま
り
し
生
活
支
え
し
は
壊
れ
か
け
た
る
石
油
ス
ト
ー
ブ

余
震
又
余
震
続
き
し
闇
の
夜
た
よ
る
は
夫
の
腕
の
ぬ
く
も
り

〈
評
〉
「
人
間
の
驕
り
に
対
す
る
戒
め
か
天
ゆ
れ
地
わ
れ
地
震
襲
い
た
り
」
も

静
岡
県

江
川

佐
一

無
差
別
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
攻
撃
続
く
日
を
町
の
雀
が
ち
ゅ
ん
ち
ゅ
ん
と
啼
く

〈
評
〉
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵
略
は
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
の
攻
撃
で
い
っ
そ
う
深
刻

化
し
て
い
る
。
雀
の
声
を
、
怒
り
と
も
悲
し
み
の
声
と
も
聞
い
て
い
る
。

東
京
都

若
林

義
文

憲
法
を
守
れ
の
こ
え
の
高
ま
り
て
反
戦
平
和
の
吾
れ
を
支
え
る

〈
評
〉
日
本
を
代
表
す
る
知
識
人
九
氏
の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
九
条
の
会
」
が
発

足
。
力
を
拡
げ
て
い
る
。
水
を
得
た
魚
の
よ
う
な
作
者
の
喜
び
。

東
京
都

山
崎

元

絢
爛
と
華
や
ぐ
も
み
じ
血
の
色
か
夕
張
百
年
七
千
の
犠
牲

〈
評
〉
「
夕
張
大
事
故
裁
判
勝
利
十
周
年
集
会
に
参
加
し
て
」
と
い
う
付
記
が
あ

っ
た
。
日
本
の
近
代
百
年
は
、
こ
う
し
た
犠
牲
の
上
に
虚
構
さ
れ
た
。

鳥
取
県

大
久
保

禮
吉

こ
だ
ま

わ
が
歌
を
同
盟
歌
壇
に
寄
せ
た
れ
ば
新
興
教
育
の
谺
あ
り
北
の
国
よ
り

〈
評
〉
作
者
の
歌
は
、
「
わ
が
叔
父
は
新
興
教
育
で
検
挙
さ
れ
ぬ
そ
の
実
践
を

調
べ
て
み
な
し
」
で
あ
っ
た
が
、
北
の
国
の
研
究
者
の
反
応
だ
ろ
う
か
。

東
京
都

す
ゞ
き
す
み
江

山
河
の
裂
け
て
砕
け
て
う
ね
る
と
き
大
地
の
底
の
力
を
ぞ
識
る

〈
評
〉
新
潟
中
越
地
震
に
つ
い
て
歌
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
地
の
底
力
を
思

い
知
ら
さ
れ
な
が
ら
、
転
じ
て
わ
れ
わ
れ
の
運
動
の
底
力
も
、
と
の
感
。

科
学
的
視
点
を
与
え

て
く
れ
た
渡
辺
論
文

青
森

高
杉
さ
と

女
性
委
員
会
で
『
現
代
』
誌
を
テ
キ

ス
ト
に
学
習
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。

秋
季
号
の
渡
辺
治
氏
の
「
９
条
改
憲

阻
止
の
た
め
に
国
民
の
過
半
数
が
た
ち

あ
が
る
闘
い
を
」
―
日
本
の
い
ま
の
苛

酷
な
社
会
状
況
が
軍
事
大
国
化
と
と
も

に
「
憲
法
改
正
」
の
願
望
と
結
び
つ
く

こ
と
、
保
守
二
大
政
党
化
の
策
動
が
改

憲
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
良
く

分
か
り
ま
し
た
。

戦
前
、
戦
争
の
火
つ
け
役
だ
っ
た
日

本
を
、
平
和
運
動
が
こ
れ
ま
で
戦
争
に

踏
み
込
ま
せ
な
い
で
き
た
こ
と
に
誇
り

を
も
ち
ま
し
た
。

「
９
条
を
守
る
」
一
点
で
国
民
の
過

半
数
を
結
集
す
る
科
学
的
な
視
点
を
実

現
さ
せ
る
知
恵
と
行
動
の
呼
び
か
け
を

心
に
刻
み
ま
し
た
。

関
心
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

読
み
進
め
ま
し
た

石
川

北
口
吉
治

役
員
全
員
が
秋
季
号
を
購
入
、
関
心

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
読
ん
だ
。最
初
に「
勝

目
テ
ル
さ
ん
の
思
い
出
」
―
彼
女
は
金

沢
で
戦
前
最
初
の
メ
ー
デ
ー
に
女
性
と

し
て
初
め
て
参
加
。
次
に
新
潟
中
越
地

震
で
被
害
に
遭
っ
た
仲
間
を
思
い
出
し

な
が
ら
「
新
潟
強
制
連
行
・
労
働
事
件

訴
訟
に
つ
い
て
」
―
鈴
木
さ
ん
の
報
告

は
同
盟
全
体
が
勉
強
す
べ
き
だ
と
思
っ

た
。
三
つ
目
に
「
二
大
政
党
制
と
政
治

革
新
」
は
、
そ
の
と
ら
え
方
が
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
「
国
連
報
告
」
は
、
石

川
県
か
ら
二
人
が
参
加
し
た
の
で
特
徴

が
よ
く
わ
か
っ
た
。

九
条
改
悪
の
危
機
が

迫
る
な
か
展
望
開
く

東
京

松
田
一
男

私
が
治
安
維
持
法
に
つ
い
て
理
解
し

た
初
め
は
何
時
頃
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
。

今
の
若
い
人
々
は
ど
う
い
っ
た
出
会
い

で
認
識
す
る
に
至
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
の
諸
論
文

は
、
憲
法
九
条
の
改
悪
の
危
機
が
一
そ

う
迫
っ
て
い
る
今
、
治
安
維
持
法
を
真

正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
現
実
を
理
解
し

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
切
り
開
く
上
で
、

共
通
し
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

秋
季
号
の
畑
田
論
文
は
、
二
大
政
党

の
ね
ら
い
を
あ
ば
き
、
あ
き
ら
め
や
悲

観
論
を
い
ま
し
め
「
た
た
か
っ
て
こ
そ

活
路
」
が
あ
り
、
力
づ
け
ら
れ
る
。

『
現
代
』秋
季
号
を
読
む
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十
一
名
会
員
拡
大（
十
月
）

和
歌
山
県
本
部

和
歌
山
県
本
部
は
、
署
名
の
年
内
七

〇
％
達
成
、
六
〇
〇
名
会
員
め
ざ
し
、

十
月
拡
大
月
間
を
設
け
て
と
り
く
み
ま

し
た
。
支
部
（
一
〇
支
部
）
ご
と
に
目

標
を
設
け
、
七
支
部
が
事
前
に
学
習
会

を
開
き
、
幹
事
会
で
対
象
者
を
あ
げ
て

十
一
名
拡
大
、
五
六
〇
名
に
到
達
。

成
果
支
部
の
共
通
点
は
、
幹
事
会
論

議
と
対
象
者
を
あ
げ
て
の
訪
問
で
す
。

引
き
続
き
奮
闘
中
で
す
。
（
藤
沢
）

「
教
育
基
本
法
の
改
悪

を
と
め
よ
う
！

１１
・
６
全
国
集
会
」

十
一
月
に
し
て
は
暑
い
ほ
ど
の
光
線

を
真
向
う
か
ら
浴
び
た
三
時
間
。
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
の
熱
気
は
す
さ
ま
じ
か

っ
た
。
急
迫
し
て
い
る
教
育
基
本
法
改

悪
を
め
ぐ
る
情
勢
に
、
全
国
か
ら
か
け

つ
け
た
五
千
五
百
人
の
眉
宇
に
は
た
だ

な
ら
ぬ
き
び
し
さ
が
み
な
ぎ
る
。

「
お
国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出
す
人

間
に
し
た
て
あ
げ
る
の
で
す
か
ら
『
個

人
の
価
値
を
た
っ
と
』
ん
で
も
ら
っ
て

は
困
る
と
い
う
こ
と
」
（
小
森
陽
一

氏
）
。
「
公
教
育
の
削
減
が
す
す
み
、

教
育
の
市
場
化
が
い
っ
そ
う
進
む
」（
大

内
裕
和
氏
）
。
壇
上
か
ら
怒
り
を
こ
め

て
訴
え
る
人
の
言
葉
は
そ
の
ま
ま
会
場

全
体
の
心
、
叫
び
で
あ
っ
た
。
日
の
丸

・
君
が
代
強
制
・
処
分
。
性
教
育
へ
の

不
当
な
圧
力
と
介
入
。
「
つ
く
る
会
」

へ
の
行
政
の
加
担
…
…
教
育
破
壊
の
策

動
の
実
態
と
、
そ
れ
に
対
す
る
全
国
の

地
域
・
職
場
の
た
た
か
い
の
報
告
。
憤

激
と
共
感
と
…
惜
し
み
な
き
拍
手
と
歓

声
が
続
く
。

よ
う
や
く
陽
が
傾
く
こ
ろ
、
全
参
加

者
の
熱
烈
な
誓
い
を
あ
ら
わ
す
「
集
会

ア
ピ
ー
ル
」
が
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ

れ
た
。「
教
育
基
本
法
の
改
悪
は
…『
平

等
と
平
和
』
か
ら
『
差
別
と
戦
争
』
へ

と
大
き
く
転
換
さ
せ
る
も
の
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
…
…
こ
の
よ
う
な
教
育
基

本
法
の
改
悪
を
全
力
で
阻
止
す
る
こ
と

を
こ
こ
に
宣
誓
し
ま
す
」
。

（
巽
）

事
務
局
日
誌

１１
月
６
日

教
育
基
本
法
改
悪
と
め
よ

う
日
比
谷
全
国
集
会
参
加

１１
月
８
日

同
盟
中
央
拡
大
三
役
会
議

１１
月
１２
、
１３
日

第
十
五
回
全
国
女
性

交
流
集
会
、
二
九
県
七
一
名
参
加

１１
月
１８
日

第
五
七
回
無
名
戦
士
合
葬

追
悼
会
実
行
委
員
会
参
加

１１
月
２３
日

都
同
盟
理
事
会
に
斉
藤
事

務
局
長
参
加

１１
月
３０
日

イ
ラ
ク
派
兵
延
長
反
対
日

比
谷
野
音
大
集
会
に
参
加

〈
寄
贈
図
書
〉

『
希
望
と
し
て
の
憲
法
』
花
伝
社

小
田
中
聰
樹
著

ふ
た
た
び
、年
末
財
政
活
動

の
強
化
を
訴
え
ま
す

年
末
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
央
本
部
の
財
政
は
好
転
せ
ず
、

赤
字
額
も
ふ
え
て
い
ま
す
。
都
道
府

県
本
部
の
財
政
も
依
然
と
し
て
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
赤
字
を

克
服
し
年
末
財
政
活
動
を
強
化
す
る

以
外
に
途
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
途

は
第
一
に
同
盟
財
政
の
根
本
で
あ
る

会
費
一
〇
〇
％
完
納
で
す
。
全
会
員

を
支
部
・
班
に
ま
で
組
織
し
、
都
道

府
県
、
支
部
に
ま
で
財
政
係
を
お
い

て
体
制
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
会
員
拡
大
を
め
ざ
し
目
標

（
一
万
六
千
名
）を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

第
三
に
千
五
百
万
円
年
末
カ
ン
パ

を
や
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

第
四
に
新
年
名
刺
広
告
を
超
過
達

成
し
、
代
会
金
一
〇
〇
％
回
収
を
。

●治安維持法と現代を結ぶ同盟の総合誌

２００４年秋季号
好評発売中

【主な目次】二大政党制と政治革新（畑田重夫）、「日の丸・君が代」強制
はなにをもたらすか（韮沢忠雄）、９条改悪阻止で国民の過半数獲得を
（渡辺治）、有事法制と戦時体制づくり（山田朗）―以上の各氏が論考。
いわさきちひろ・勝目テルさんの思い出、劉連仁記念碑除幕式参加記、
第８回国連要請行動報告、元博物館長にアウシュビッツの抵抗闘争を
聞く、話題を読む・農民運動の系譜・文芸・その他多彩に収録。
Ａ５版・１５２頁、定価１０００円、送料２４０円、各県本部でお求めください。
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